
飼料イネの自走式ロールベール体系の効率的組作業と生産費算出のための基本モデル

［要約］開発・実用化された飼料イネ用のロールベール作業機械が効率的作業を行っ

た場合の作業時間の推定式を策定し、これを基本とした収穫調製作業に要する諸経費

算出モデルを構築した。
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［背景・ねらい］

飼料イネの収穫調製機械として、飼料イネ用ロールベーラと自走式ベールラッパを開発

し実用化の段階となった。そこで、本体系に利用する両機の効率的組作業法を検討すると

ともに、今後の生産費算出や経営指標作成のための基本モデルを構築する。

［成果の内容・特徴］

１．飼料イネ用ロールベーラ、自走式ベールラッパの両機は、ほぼ同時に圃場に進入し、

収穫から密封、圃場外へのロール搬出作業までを連続して行うことができる。従って両機

が圃場内を効率的に移動することが作業全体の効率化につながる。

２．飼料イネ用ロールベーラの作業では、結束作業（約35秒/個）を行っている間も、停

止している必要はなく、この時間を利用して圃場内を移動し、ロール搬出場所に近い位置

にロールを放出する。この作業法により、走行速度の劣る自走式ベールラッパの移動時間

が短くなり、全作業時間が短縮され、両作業機の時間差も小さくなる（図１ 。）

３．両作業機が圃場内で効率的に組作業を行った場合の作業時間を推定する１つの方法と

して、１ロール当たりの各工程別作業時間の調査データと作業経験を基に推定式を策定し

た（表１ 。この推定式では超多収品種の導入により反収増加に伴い作業時間が変動する）

ようになっている。

４．策定した作業時間の推定式を基に収量を2,000～4,500kg/10ａまで変化させると、反

収増加に伴い両機とも作業時間は長くなるが、特に収量が増加するとロール数が増えるこ

とにより、ラッパの作業時間が増え、両機の作業時間差は一層大きくなる。この作業時間

の推定式と各パラメータを設定することにより、飼料イネの収穫からロールの圃場外への

。搬出までに要する諸経費とその諸経費/ＴＤＮ生産量が算出できる基本モデルを策定した

当然、収量の増加に伴い諸経費は増加するが諸経費/ＴＤＮ生産量は減少する（図２ 。）

［成果の活用と留意点］

１．機械作業時間は圃場の区画、ロールの圃場外搬出位置、土壌硬度、オペレータの技量

等によっても変動する。

２．策定した基本モデルは収穫調製にかかる費用のみのモデルであり、栽培管理にかかる

経費については、各種条件を考慮して算出する必要がある。
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：作業法 ②( 〃  2.3分/10ａ)

図１．作業法に違いによる飼料イネ用ロールベーラと自走式ベールラッパの工程別作業時間

注)ベーラ作業の移動/結束には結束終了後の移動を含み、ラッパ作業の密封/移動には密封終了後の移動を含む

【飼料イネ用ロールベーラ】 【自走式ベールラッパ】
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：作業法 ①(ベーラとラッパの作業時間差 9.1分/10ａ)
ロールベーラが成形終了後、停止して結束作業を行い、その場にロールを放出する

結束作業を行いながら圃場の進入口側の畦畔方向へ移動してロールを放出する

作業条件（圃場区画：30×100ｍ、収量：2500kg/10ａ、作業法①と②では成形ロールの放出位置が異なる）
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【パラメータ設定条件】
１.材料イネの条件 ２.機械条件 ３.諸経費算出条件

収量：2,000～4,500kg/10ａ ロール重量：250kg/個 軽油：78円/L、ガソリン：110円/L
(条間：30cm) 刈取り条数：５条 ：3,375円/巻、 ：11,250円/巻トワイン フィルム

栽培面積：５ha/戸(15ha/３戸) 作業速度 ：1.0～1.2m/s 労働単価：1,700円/ｈ
＊

水分 ：60％ フィルム巻数：４層 ：9,400千円イネ用ベーラ
＊

ＴＤＮ：55％ 損出率 ：6.7％ ：2,300千円自走ラッパ

図２．基本モデルにより推定した飼料イネの反収と機械作業時間,諸経費,諸経費/ＴＤＮ生産量の関係
注) * は機械の定価であり、導入には「自給飼料増産総合対策事業(1/2補助)」により３戸共同で導入する。

諸経費は収穫から調製、圃場外への搬出までに要する費用であり、２台の作業機械の減価償却、修繕費を含む。

表１．飼料イネ用ベーラと自走式ラッパの調査データと作業経験を基にした作業時間の推定式

飼料イネ用ロールベーラ
作業時間(秒/10ａ)＝（収穫成形＋結束＋移動＋放出）×ｎ＋Ｃ1

自走式ベールラッパ

作業時間(秒/10ａ)＝（往路＋積載＋密封[復路]＋進入/脱出＋荷降ろし）×ｎ＋Ｃ2

但し、ｎ＝ロール個数(個/10ａ)、Ｃ1＝定数項（圃場への進入/脱出、旋回、調整 、Ｃ2＝定数項(調整)）


